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 会長あいさつ   会長 大下和志 

皆さんこんにちは。本日の例会もよろしくお願い致します。 

本日もお忙しい中、例会に出席して頂き誠にありがとう

ございます。 

まず、先日開催された IM のゴルフ及び IM に参加され

た皆さんお疲れさまでした。ゴルフでは入口浩一郎会員

が優勝されました。おめでとうございます。 

また、基調講演では元陸幕長の岩田さんによる日本の

防衛の現状と台湾有事における日本の防衛の重要性

などを大変わかりやすくお話し頂き勉強になりました。 

人道的な部分だけでなく日本の防衛に関しても、台湾

が無くなると大変危険な状況になるから他国の事ではあ

るが、積極的に中国への併合を止めなくてはならないと、

このような事はニュース等では流されることはないので今

回のお話を聞けて良かったと思います。 

また、先週は JC の 6 月の例会として未来を変える千歳

ドリームコンテストという事業が行われました。千歳の街の

高校生から専門学校生までの 4 組の方々が皆さんの普

段感じている事や夢、希望をもとに千歳の未来をこうし

たら良くなるのではないかとプレゼンを行いました。若い人

たちの視点で考えた、千歳の街の問題点や可能性は普

段私が感じることのない方向性を持っておりとても新鮮で

楽しくお話を聞くことが出来ました。ここ最近の道新の記

事で見ましたが、道内で特に若者や働き盛りの方の自

殺率が 2 年連続で増加しているそうです。コロナのせいも

あるとは思いますが、やはりそのような皆さんにも働きやす

い、また住みやすい街づくりをしていかなければ状況は良

くならないと思っているところでしたので、今回のコンテスト

は若い人たちの発想でみんなの住みやすい良い街が出

来るのではないかはいう希望が見えた事業ではないかと

思いました。そしてコンテストの最後は、当クラブの例会に

も来ていただきました、産経新聞社の顧問をされておりま

す太田審査委員長による講評でコンテストを締められま

したが、その際に皆さん良かったが賞に入った人と入らな

かった人との違いは、今少し先の未来を見ているか、それ

とももっと先の未来を見ているかの差ですとおっしゃられた

ことが大変感銘を受けました。 

我々も微力ながら社会奉仕をしている立場として、その

ような目線で見れているだろうか？目から鱗が落ちる思

いでした。 

先週も色々な経験をさせて頂き、そのタイミングと諸先輩

方そしてこれからの千歳を支えていくだろう若い方々に感

謝を申し上げ本日の会長挨拶とさせて頂きます。 

本日の例会もよろしくお願いいたします。 

 

 幹事報告  幹事 南雲勇次 

 ６月 17 日（土）、第７グループ IM 開催 当クラブ

から 20 名参加していただきました。全員登録となって

おります。、皆さん一人一人から参加費を出させてい

例会出席状況（2023 年 6 月 20 日） 

会員数 44 名 

会員出席者数 22 名 

欠席者数（内：無断欠席） 17（1）名 

出席計算に用いた会員数 40 名 

出席率 55.00 ％ 

ゲスト・ビジター出席者数 0 名 

2 出席者数総計 22 名 
 

前回例会 確定出席率（2023 年 6 月 13 日） 

確定出席率（MU 含む） 70.00％ 

2.50 ％  
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ただいておりますので、次回から是非多くのご参加を

お願いしたいと思います。 

 第2510地区社会奉仕委員会より「浜厚真海浜公

園清掃のお礼とお願い」 

また 8 月にサーフィン大会の前に清掃活動を行いた

いとお願いがありました。次年度に改めてご案内があ

ると思います。 

 6 月 30 日（金）、空港募金箱日本円 20 万円を

千歳市長へ手渡します。 

 

 各委員会連絡・報告   

社会奉仕委員会(B) 委員長 菅原百合子 

愛キャップ回収運動で、一

年間集めたキャップを来週

26 日（月）千歳市社会福

祉協議会へ持っていきたい

と思っております。まず行きま

すというご報告をさせていた

だきます。 

 

次年度幹事 桑島昌子 

第 2510 地区ガバナー事

務所からのお知らせです。

当クラブは、2024-2025

年度地区ガバナー補佐を

選出しなければならないとい

う役割がまいりました。会員

の皆様の立候補者がいらっしゃいましたら、是非手を挙

げていただきたいと思います。ガバナー補佐選出の返答

を 8 月 1 日までに伝えなければなりません。期日があま

りございませんので、早急に進めていきたいと思っています。

尚、立候補者に関しては、7 月 3 日までに事務局へお

名前を上げていただきたいと思います。 

2 点目。千歳商工会議所主催の第 9 回ちとせ川ビール

祭りが 7 月 27-28 日の二日間、グリーンベルトお祭り

広場で行われます。チケット購入協力依頼 10 万円分

が当クラブにきております。沢山の皆さんにご参加いただ

きたいのとチケットを購入していただくご協力をよろしくお

願いします。 

 

 RLI セミナー修了証  進行：幹事 南雲勇次 

RI 第 2510 地区 RLI セ

ミナー卒後コースを修了さ

れた望月秀則会員に修了

証が渡されました。 

 

 

 ニコニコボックス  

ニコニコ箱委員会 委員長 岩室秀典 

「IM ゴルフコンペで優勝」「娘の誕生日に感謝の言葉を

もらいました」「父の日にゴルフウエアのプレゼント」「38 回

目の発表会が無事終了、松葉杖がありません」など、皆

様ご協力ありがとうございました。 

入口浩一郎会員、大下和志会員、南雲勇次会員、

桑島昌子会員 

 

 

 本日の例会プログラム  

通常例会「今年度の活動報告② 各理事、地区委員」 

担当：理事会 

進行担当/幹事 南雲勇次 

前回各委員長の活動報告で欠席された委員長の方か

から先に報告をお願いしたいと思います。よろしくお願い

致します。 

 

 担当委員会の活動報告  

会報・広報委員会 委員長 星 猛雪 

一年間やらせていただいて、

本当は 100％出席して写

真を全部撮りたいと思って

いたのですが、出れない部

分がやはりありました。出れ

ない時には副委員長さんな

どにお願いして、上手く回していければもう少し出来れば

良かったと思います。欠席しますと事務局に連絡だけをし

て、事務局が写真を撮ってくれていたのかなと思います。

委員長として、もっと副委員長とうまく連携を取れたら良

かったのではないかと思います。一年間やらせていただい

て、ロータリーの一年間のプログラムが何となく見えたので、

大変勉強になりました。有難うございます。 

本日のニコニコ BOX 合計額 12,000 円 

今年度 累計額 844,000 円 
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社会奉仕委員会(A) 委員長 山下耕介 

清掃 2 回とサンタ事業という事で、年間で 3 回だけでし

たが、楽しくやる事が出来ま

した。皆さんにいろいろとご

協力、ご協賛をいただき本

当に有難うございました。一

年間やり切れた事は自分

の財産になると思いますの

で、これからも頑張っていきたいと思います。どうも有難う

ございます。 

 

 地区委員の活動報告  

RI 第 2510 地区 

クラブ奉仕委員会 委員 

ロータリー情報委員会 委員長 坂井 治 

ロータリーの地区委員会の活動は毎年２月に開催され

る地区チーム研修セミナーから始まります。地区チーム研

修セミナーは地区内の役員（ガバナーはじめパストガバナー、ガ

バナーエレクトなどとガバナー補佐、

地区委員長、地区幹事団など）

が一堂に会して結束し情報

共有をして協力し合って一

年間の地区運営を円滑に

行うために開催されるものだ

と考えます。 

クラブの活動は３月ころに開催される PETS（会長エレクト

研修セミナー）で国際ロータリー会長方針や地区ガバナー

の運営目標の伝達が行われることから始まります。 

私は 2003－2004（佐藤ガバナー年度）に地区幹事を

経験して以降ガバナー補佐、地区委員長などをさせてい

ただきました。例年地区チーム研修セミナーではガバナー

補佐の皆さんと地区委員会が一丸となって地区を運営

していきましょうとの掛け声をかけられますが実際ガバナー

補佐の皆さんと地区内委員会が連動して活動する機

会はわずかだと思います。自分自身がガバナー補佐の時

は自分のグループ内のことだけで精いっぱいでしたし地区

委員会から協力依頼が来ることもありませんでした。 

地区ロータリー情報委員会が地区内各クラブのために何

が出来るかということを考えた時、各クラブのロータリー情

報委員会の役割を伝えることと各クラブに対して生きた

情報を届けることではないかと考えました。 

そこで手始めにグループ内の各クラブのロータリー情報を

担当するメンバーに集まってもらい、お互いに情報交換が

出来るように考えました。（コロナ禍でもありましたので ZOOM を

使っての座談会と言うこととしました） 

2021-2022 年度に委員会としてこの活動を行うことを

決定しましたが全て初の試みのため試行錯誤の繰り返

しでした。2022 年 1 月に千歳セントラル RC の属して

いる第 7 グループでテストケースとして第一回の座談会を

開催いたしました。この時は各クラブの担当者と委員会

メンバーのみでの開催し、それ以降の座談会のための第

一歩を踏みだしました。当クラブからは白木会員が参加

してくださいましたがなれない zoom の操作に難航された

ようでした。 

この座談会は強制ではありませんし何かを聞き取りして

資料を作ろうというものでもありません。いつかどこかで出

会ったときにやあと言って気軽に挨拶できるような仲間づ

くりにお役に立てればと言う思いもあります。 

その一つのきっかけとして 4 月 16 日に開催された地区

研修協議会で委員会ブースを設営し zoom 交流会へ

ご参加いただいた方がオフライン（対面）で交流できる場

の提供をいたしました。 

今まで地区委員会と各ガバナー補佐の皆様とが連携し

ての活動をするということはほとんどなかったと思われます。

二巡目からは過去参加者の皆様にもオブザーバー参加

の機会を設け他のグループの様子なども見ていただける

ようにいたしました。二巡目の座談会には望月会長エレ

クトがご参加くださいました。 

今年度は全委員会をオンラインで開催したこともあり委

員会開催数は 36 回（6 月 20 日現在）になりました。 

グループ座談会は 20 回、地区ロータ―アクトクラブとも

2 回開催しております。参加者数も一巡目 64 名、二

巡目 44 名、延べ人数で 108 人になりました。石丸ガ

バナー、松浦ガバナーエレクト、そして各グループのガバナ

ー補佐、地区委員長にもたくさんオブザーバーでご参加

いただきましたことを改めてお礼申し上げます。 

また ICT 委員会とも連携して地区ホームページの改善

などにも取り組んでまいりました。最近の地区ホームペー

ジをご覧いただくと改善されたことがお分かりいただけると

思います。 

以上概略のみでわかりにくい報告になったかと思いますが

地区委員会の報告とさせていただきます。 

 

RI 第 2510 地区 

国際奉仕・VTT 委員会 委員 田口 廣 

毎度毎度となりますが、事業に参加いただきましてありが

とうございます。感謝申し上げます。2005 年から始まり

ましたこの国際奉仕人道支援事業、当時は世界社会

奉仕（WCS）という名前でスタートしたわけですが、当ク

ラブは 2006 年から事業に参加していただきまして、約

18 年ずっと継続して参加していただきましてありがとござ

います。海外との事業という事で、ロータリークラブがある

国を焦点としまして、タイ東北部で主に事業を展開させ

ていただきました。３つの重点分野があります。水と衛生、
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教育、環境です。水と衛生の分野では、浄水器設置、

また昨年から始まりました WASH スタンド事業。教育で

は、図書事業、校舎修復、低学年には絵本、中高生

にはパソコン寄贈事業。環境では、コロナで３年間行け

なかったのですが昨年 11 月、

一緒になって観光地の清掃

作業、ごみの分別事業も始

まりました。国際奉仕事業

で一番大事なのは、事業を

確かめるという事で検証ツア

ーがございます。一昔には、坂井さんも行っていただきまし

た。またその後には、齋藤博司さんも行ってくれました。非

常に過酷なツアーでありまして、久しぶりに昨年行ってき

ましたが、コロナ禍の終息していない中で行ったものです

から、触れ合いは出来ませんでしたが、私達の事業が非

常に喜ばれているという事を実感してきました。今年度も

事業に参加していただきまして、本当にありがとうございま

す。次年度 11 月 1 日には、検証ツアーの日程が組ま

れています。出来れば一人でも多くという言い方をします

が、なかなか飛行機が取れません。第 2510 地区で 36

クラブが事業に参加していただいておりまして、事業参加

費が約 220 万円で事業が展開されてきました。そういっ

た中で検証する少なくとも参加クラブが行っていただけれ

ば、30 数名プラス地区委員で 50 名ぐらいになってしま

います。少し厳しいという事で、約 25、6 名で行っていま

す。次年度も出来れば委員長もしくは会長でも、もし行

っていただければ、私が１泊取っておきますので、是非誰

かいたらと思っています。皆さんのご理解とご支援が海の

向こうで大きな力となっています。また引き続きよろしくお

願いいたします。 

 

 理事の活動報告  

副幹事 桑島昌子 

今年度は、次年度幹事になるという事を踏まえて、副幹

事として一年間務めさせていただきました。南雲幹事の

下で幹事という仕事を学ばせていただき、十分に学べた

かどうか自分でもわかりませんが、一年間を通して、幹事

がこのように会の運営に尽力している事を、改めて拝見

させていただきました。また各委員

長の今年度の活動報告の中での

反省点を、一つ一つ私の中に落と

し込んでいき、それを基に次年度

は、委員会も含めて、もう少し円

滑なクラブ運営が出来るようになっ

ていたら良いのではと感じたところ

です。今年は勉強の年という事で、

一年間を終わらせていただきました。また次年度、幹事と

してどれだけの事が出来るか自分自身も未知数ですが、

皆様のお力をお借りしながら、運営していきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

 

会長エレクト 望月秀則 

最近聞いたところによると、新しい会員にはエレクト、パス

ト会長、パストガバナー、メーキャップなどの言葉がそもそ

も分からないという話を聞きまして、大変重要な事だと思

います。会長エレクトという役割は、次の年に備えて、会

長になる予定者という事です。その間にじっくり企画、立

案をして、方針を述べよとい

う一年です。じっくり観察をさ

せてもらいながら、自分の考

えをまとめていきました。大下

会長の下、皆さん会員相互

を知るという事で、前半はコ

ロナ禍で事業展開は外に出ていく事がなかなか出来な

かったと思います。会員相互を知るという基礎の部分は

出来ました。会員相互を知るというところから、次の年へ

の展開は、会員ファーストであり委員会ファーストであるこ

とを描いています。改めて基礎を作っていただいた大下会

長には感謝させていただき、南雲幹事も一年間ご苦労

様でしたという事で報告とさせていただきます。 

 

幹事 南雲勇次 

皆さん本当に一年間ありがとうございました。まだ入会し

てそんなに経っていなく、望月エレクトからお話があったロ

ータリー用語を覚えたのも、幹事を受ける直前のことでさ

っぱり分からない中で、会長とお話をして会員卓話を企

画させていただきました。新入会員にとっては、一回一回

の例会が真新しいものであ

って、その反対に経験の長

い先輩諸兄にとっては、会

員の情報は既に知っている

ので今更言う必要はないだ

ろう、と言われた事もありま

した。ただこの会は、年齢制

限が無いという事で、新たな会員をどんどん受け入れて、

その会員に対して、今いるメンバーがしっかりと会員情報

を共有するのは、今後も必要なことではないかと私は思

っています。残念ながら、全員分の PR 用紙を回収する

事は出来ませんでしたが、自分としては、貴重な一冊が

出来て、新しく入った会員にとっては、重要な財産になる

のではないかという思いで会員卓話を示させていただく事

が出来ました。幹事としては、至らない所がいっぱいあっ

て、よく例会前に事務局で上野さんと話している時に、

「何とかなるさ」とたぶん上野さんが一番聞いたと思います。
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きっちり準備するよりも、ある程度準備して、気心の知れ

たメンバーの前でやる例会ですので、これは桑島さんにお

伝えしたいのですが、余り気負わず、何とかなるさという

思いで一年間やってもらえれば、楽しい一年で終われる

のではないかと思います。本当に一年間楽しくやりたいと

いう思いで、一番最初に高野会員の祝賀会がありまし

たが、最後、今月は難しいかもしれませんが、今年度の

打ち上げを７月盛会に行いたいと裏で企画をしておりま

すので、是非その際はご案内しますので、どうぞご参加よ

ろしくお願いします。今年も一年間本当にありがとうござ

いました。 

 

会長 大下和志 

今年度の活動理念として、まずは今までこの千歳セント

ラルロータリークラブを作り維持されてきたチャーターメンバ

ーや諸先輩より引き継ぎこれからは若いメンバーが中心

となり、このクラブを発展させて行くための基盤を作るのが

この年度の重要な任務だと

年度当初から考え行動して

まいりました。そしてこれから

新たにクラブを支える若手の

メンバーと供にこのセントラル

ロータリークラブを今後十年、

二十年と続けて行けるクラブにしていかなくてはならないと

の想いが今年度の活動の根幹となります。 

まず課題としてコロナの影響もありクラブのメンバー間の交

流も希薄になり、出席率は低下し、なかなか集まれない

為に新会員の教育もままなっていませんでしたので、各

委員会にお願いして、色々な方法でこの問題点の解決

するために活動して頂きました。 

まずは友達を作る、そして例会を楽しむ、例会外での交

流を増やし例会数が少なくとも中身がありそれを感じさせ

ない事を年間の行動計画とし南雲幹事を中心に若いメ

ンバーが思いつく限り活動してきたと思います。 

この世代交代のタイミングで第 32 代目千歳セントラルロ

ータリークラブの会長として諸先輩方よりバトンを託され、

様々な問題を解決しながら組織の再編に努めて来まし

た。 

主だった部分だけではありますが、各委員会と供に活動

してきた今年度の報告をさせて頂きます。 

1. 会員の増強について 

先輩がお辞めになられるトラブルもありましたが皆様の

ご協力もありまして何とか 1 名増員の形で終わること

が出来そうです。ご協力ありがとうございました。 

2. 会員の教育及び研修 

髙木委員長を中心に担当例会にてロータリーとは何

か、千歳セントラルロータリークラブとはどんなクラブな

のかを噛み砕いて面白く勉強させて頂きました。古参

のメンバーもクラブを改めて見直すいい機会だと思い

ました。 

3. 会員卓話の復活 

ここしばらく行っていなかった会員卓話ですが、クラブ

のメンバーの人となりを知り仲良くなるきっかけになれ

ばと今年度行わせて頂きました。南雲幹事の発案も

あり、クラブのメンバーの情報を一冊にまとめた資料が

出来上がりとても面白い活動が出来たと思います。 

4. ロータリーふれあい農園 

汗をかいて奉仕する。まさに我がクラブの精神を表し

ている奉仕活動です。今年も菅原委員長の畑をお

借りし、お父様のお力をお借りし活動を行わせて頂き

ました。ただ、天候の関係か虫に多くやられて十分な

量が確保できず、追加で購入して子供食堂へお配り

する事となりましたが、大変喜んで頂けたので活動し

た甲斐はあると思います。 

5. 空港募金箱 

どこにあるのか、どんなものなのかもわからない方が多く

いたので、回収作業の際に多くのメンバーと訪れ現地

を見て頂き、状況を学んで頂きました。コロナ禍が明

け観光客も多く訪れるようになってきていたので、それ

なりの金額を回収することが出来ました。ある程度貯

まったので千歳市の奨学金に寄贈して来ます。 

6. ロータリーサンタちとせ事業 

今年度も千歳ロータリークラブと合同で行いました。

今年は山下委員長の発案もあり多くの会員の方に

参加して頂きました。参加して頂いたメンバーも子供

たちも笑顔になる大変いい事業なので今後も続けて

行ってほしいと思います。 

7. 会員相互の交流が行える活動の実行 

ということで、ゴルフ同好会の活動で高野会長や手

島副会長が活発に動いて頂き、毎月ゴルフコンペを

計画して親睦を図ることが出来ました。 

また親睦委員会では関根委員長を中心に委員会メ

ンバーが積極的に活動を行って頂き、親睦例会だけ

ではなく例会の無いときでの親睦活動をしっかりと行っ

て頂けたと思います。 

8. 環境問題について 

SDGs に呼応し、千歳市や千歳市周辺での活動を

模索しているときに北海道森林スポーツフェスタ in 支

笏湖への協力要請がありました。あいにくの台風直

撃により実施することは出来ませんでしたが、次年度

にも引き続き要請があり協力団体として千歳セントラ

ルロータリークラブがサポートする事になりました。まだ、

始まったばかりのイベントではありますが、千歳市のう

たうゼロカーボンシティーにも通じるものがありますので、
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今後が楽しみな事業だと思います。 

以上、抜粋して報告させて頂きましたが、各委員会が問

題点を考えクラブがより良くなる為に活動して頂きました。

すべての委員長や委員会のメンバーのお名前を出し切

れませんが、皆様に感謝いたします。そして最後にそのす

べての委員会の活動の調整をして頂いた南雲幹事に感

謝いたしまして、今年度の活動報告とさせて頂きます。あ

りがとうございました。 

 

 次回例会案内  

プログラム委員会 委員長 桑島昌子 

次回例会は、6 月 27 日（火）、親睦夜間例会

「2022-2023 年度 最終例会」です。担当は親睦活

動委員会。開会点鐘 18 時 30 分。例会場はホテルグ

ランテラス千歳。 

 

 NEWS ＆ TOPICS  

愛キャップ・リングプルを千歳市社会福祉協議会へ寄贈  

６月 26 日、大下会長、社会奉仕委員会(B) 菅原

委員長、南雲幹事の３名で、千歳市社会福祉協議

会を訪れ、今年度一年間に集めたペットボトルキャップ、

リングプルを寄贈いたしました。 

我がクラブ会員であり、今月から千歳市社会福祉協議

会会長に就任された井上英幸会長へお渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SCHEDULE  

 

 

 

6 
月 

ロータリー親睦活動月間 ■最終例会(親睦例会) 

24 日 RI 第 2510 地区 ローターアクト第 50 回地区大会 

25 日 
RI 第 2510 地区現新地区委員長・ガバナー補佐合
同引継ぎ会議 

27 日 
親睦夜間例会「2022-2023 年度 最終例会」     
[担当/親睦活動委員会] 

7 
月 

母子の健康月間 ■RID2510 クラブ活性化ワークショップ 
■親睦例会「ザ・テラス」（千歳 RAC 合同） 

4 日 
通常例会「クラブ協議会/各理事、地区委員の活動方
針」[担当/理事会(進行担当/幹事 桑島昌子)] 

11 日 
通常夜間例会「クラブ協議会/各担当委員会の活動
方針」     [担当/理事会(進行担当/幹事 桑島昌子)] 

15 日 
RI 第 2510 地区クラブ活性化ワークショップ（旧会員
増強セミナー） 

18 日 休会（定款第 7 条第 1 節：同一週に国民の祝日） 

25 日 
親睦夜間例会「ザ・テラス」 
※千歳 RAC 合同例会 
[担当/親睦活動委員会 委員長 入口浩一郎] 

8 
月 

会員増強・新クラブ結成推進月間 ■千歳 RAC「市民納涼
盆踊り出店事業」支援事業 ■納涼例会  

1 日 

通常夜間例会「卓話 講師：RI 第 2510 地区会員
増強小委員会/若い世代会員増強委員会委員長 
武部幸紀様(札幌 RC）」 
[担当/会員増強・維持委員会 委員長 岩室秀典] 

8 日 休会（定款第 7 条第 1 節：同一週に国民の祝日） 

15 日 18 日に例会日変更 

18 日 

移動夜間例会「納涼例会 in 千歳盆踊り」 
※例会場/グリーンベルト盆踊り会場 
※ポリオ募金活動を実施 
※例会のみ飲食はありません 
[担当/ロータリー財団委員会、親睦活動委員会] 

22 日 
通常例会「環境問題について」 [担当/社会奉仕委員会
(A) 委員長 四方信次] 

29 日 例会の開催なし（細則第 5 条第 2 節） 

9 
月 

基本的教育と識字率向上月間、ロータリーの友月間 ■秋の
交通安全運動「セーフティコール」 ■千歳中央 LC 創立記念
例会 ■ガバナー公式訪問 ■千歳神社秋季例大祭 

3 日 北海道森林スポーツフェスタ in 支笏湖 

5 日 
会長･幹事･会長エレクト懇談会、理事懇談会 

通常夜間例会「ガバナー公式訪問」 
[担当/SAA 委員長 笹谷俊尚] 

12 日 
通常夜間例会「クラブ協議会/女性部会事業“生理の
貧困とその現状”」 
[担当/理事会、(女性部会 会長 村上英恵）] 

19 日 休会（定款第 7 条第 1 節/同一週に国民の祝日） 

23 日 RI 第 2510 地区財団補助金管理セミナー（札幌） 

26 日 
通常夜間例会「卓話 講師：前千歳市長 山口幸
太郎様」     [担当/理事会] 


